
平成29年度　A日程　算数解説

1⃣
毎年出題される計算問題。ここで間違えてしまうと、後ろの難しいかもしれない問題で取り返す必

要が出てくる。これは自分だけ重りを背負ってマラソンを走るようなもので、まったくおすすめでき

ない。

途中の書き方に気をつけつつ、日ごろから素早く正確に解けるように練習をしておこう。

(1) 普通の計算だが、ケタがやや多い。気を付けて計算しよう。

(2) 割り算とかけ算が入り混じっている式は、全部かけ算に直してから計算しよう。

(3) 基本はかけ算と割り算を優先して計算する。また、かっこがある場合はそちらを優先しよ
う。
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(4)
帯分数が混じっている場合は、全部仮分数に直してから計算しよう。

これらをおきかえると、
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(5) 非常に複雑な計算になっている。どこから計算するかをしっかりと考えないと、確実に間
違えてしまうだろう。

まずは小数を分数に直そう。

これをおきかえると、

次に、中カッコの中に小カッコがあるので、そこを優先して計算する。

これをおきかえると、

さらに、小かっこの中の割り算とかけ算があるので、ここを優先的に計算する。

これをおきかえると、

最後に小カッコの中を計算して、答えを求めていく。
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なお、おきかえをはさまずに一連の計算を追いかけると、以下のようになる。

計算の順番に気を付けるのはもちろんのこと、一度にたくさんの計算をやりすぎないよう

にしよう。頭の中でやる計算が増えれば増えるほど、間違える確率が高くなってしまう。
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2⃣
様々な分野から出題される文章問題の小問集合になっている。それぞれの問題はとんでもなく

難しいということはほとんどないが、非常に幅広く出題されているのが特徴だ。もし、見たことがな

い、あるいは覚えていない問題があったら、積極的に復習しておこう。

(1) 倍数の個数を問う問題だ。すべての自然数は、「3の倍数かつ5の倍数」「3の倍数だが5
の倍数でない」「3の倍数でないが5の倍数」「3の倍数でも5の倍数でもない」の4つ、いず
れかのグループに当てはまるはずだ。これが少しややこしいので、この問題では表を

使って解いていくことにしよう。

まず、1から50までの倍数のうち、3の倍数と5の倍数を数えると、
3の倍数は、 で16個あり、
5の倍数は、 で10個ある。
そして、数は1から50なので、合計50個ある。

これを表に整理すると、

3の倍数 3の倍数でない 合計

5の倍数 10

5の倍数でない

合計 16 50

となる。上で求めた3の倍数の個数や5の倍数の個数は、あくまで合計の値であり、それ
以外はわかっていないことに注意しよう。たとえば「3の倍数だけど5の倍数でない」数の
個数は、今はまだよくわからない。うかつに16などと書き込まないように気を付けたい。

次に求めるのは3の倍数かつ5の倍数、つまり15の倍数の個数だ。
同じように数えると、 で3個ある。

3の倍数 3の倍数でない 合計

5の倍数 3 10

5の倍数でない

合計 16 50
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ここから一気に数が求められる。たとえば、5の倍数の列に注目してみよう。

3の倍数 3の倍数でない 合計

5の倍数 3 10

5の倍数でない

合計 16 50

5の倍数の合計の個数は10個なので、空いている部分に入る数は7となる。

3の倍数 3の倍数でない 合計

5の倍数 3 7 10

5の倍数でない

合計 16 50

あとは同じように、「1ヶ所だけ空いている列」に注目して値を求めていけばよい。たとえ
ば、3の倍数の列に注目すると、合計は16で、「3の倍数かつ5の倍数」が3個なので、「3
の倍数だけど5の倍数でない」数の個数は13個となる。

3の倍数 3の倍数でない 合計

5の倍数 3 7 10

5の倍数でない 13

合計 16 50

同じ流れで全部埋めると、結局表は以下のようになる。

3の倍数 3の倍数でない 合計

5の倍数 3 7 10

5の倍数でない 13 27 40

合計 16 34 50

よって3の倍数であって5の倍数でない数は13個となる。
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ある程度慣れている人はそのまま数えても解くことはできるだろうが、後々の見直しやす

さなどを考慮すると、やはり表を使ったほうがいいことが多い。

また、この表はいろいろな応用ができることも覚えておきたい。たとえば、「算数が好きな

人、好きでない人」と「国語が好きな人、好きでない人」の人数を数えるような問題なら、

以下のような表になるだろう。

算数が好き 算数が好きでない 合計

国語が好き

国語が好きでない

合計

「水泳を習っている人、水泳を習っていない人」と「習字を習っている人と習っていない人」

だったら、以下のようになるだろう。

水泳を習っている 水泳を習っていない 合計

習字を習っている

習字を習ってい
ない

合計

このように、何かをグループ分けするときには表が便利に使えることが多い。しっかりと覚

えておこう。
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(2) 和差算の問題だ。いろいろな解き方が考えられるが、線分図を使って解くことが多い。

今夏の問題では、2つの整数と、その和と差を線分図にまとめると以下のようになる。

ここで小さい数に14を足すと、小さい数が大きい数と同じになる。また、全体の和は56に
なる。

この大きい数が2つで56なので、大きい数1個の大きさは、 。これが答えで

ある。
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(3) 割合の問題となっている。線分図を使って、よりわかりやすく解いてみよう。

まず、先週ひろったどんぐりの個数を とすると、増えた個数は と表せる。

そのため、今週ひろったどんぐりの個数は となる。それぞれ線分図に表す

と、以下のようになる。

ここで比べる量を 個、割合を として計算すると、

元の量=比べる量 割合

となる。よって答えは252個。
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(4) 販売価格の問題で、割合に分類される。「定価を計算するときは仕入れ値が元にする
量」、「値引き後の値段を計算するときは定価が元にする量」といった具合に、元にする量

がコロコロ変わっていく。ここに注意しながら解いていこう。

また、仕入れ値や定価、割引後の値段など、商売に使われる言葉も知っておく必要があ

る。

仕入れ値は、店が商品を購入するときの値段だ。自分たちで作る場合は原価になる。

仕入れ値や原価のまま品物を売っても儲けは出ない。そのため、そこに利益を上乗せし

なければならない。これが定価だ。

最後に、定価で売れないものは値引きをすることになるが、この時の価格が値引き後の

価格だ。

これらを踏まえた上で問題を解いていこう。

まず、仕入れ値の2000円を 、つまり元にする量としたとき、利益の2割5分は にな

る。これにより定価の割合は、 となる。これを計算すると、

(比べる量) = (元にする量) × (割合)
= (原価) × (割合)

より、定価は2500円だとわかる。

次に、値引き後の値段を考えてみよう。値引きは”定価の10％引き”なので、値引き後の
価格は”定価の90%”になっているはずだ。定価は2500円なので、値引き後の値段は、
(比べる量) = (元にする量) × (割合)
= (定価) × (割合)

より、値引き後の値段は2250円だとわかる。元にする量が変わっていることに注意しよ
う。

最終的な利益は値引き後の値段から原価を引けば良いので、

円となる。
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(5) 過不足算の問題になっている。この問題では、人数がはっきりとしていないのがとても
やっかいだ。逆に人数さえ出てしまえば、会費はそこまで考えなくても求められる。よっ

て、まずは人数を求めることから考えてみよう。

この問題のポイントは、集める会費を30円から40円に変えると、10×人数円だけ集まった
金額が増えるということだ。

たとえば、仮にクラス人数が10人だったとする。
30円ずつ集めるとき、集まる金額は (円)
40円ずつ集めるとき、集まる金額は (円)
集まった金額は100円、つまり 円増えている。

同じように20人だったときのことを考えてみよう。
30円ずつ集めるとき、集まる金額は (円)
40円ずつ集めるとき、集まる金額は (円)
集まった金額は200円、つまり 円増えている。

このように、会費を10円上げると、人数をかけた分だけ集まった金額が増えることがわか
る。

これは裏を返すと、増えた金額を10で割れば、クラスの人数が求められることを意味す
る。

たとえば、500円増えたとすると、 (人)がクラス人数になるし、
320円増えたとすると、 (人)がクラス人数になるだろう。

さて、以上を踏まえた上で、問題に目を向けてみよう。30円ずつ集めたときは260円不足
していたが、40円ずつ集めたときは120円余っている。つまり、10円集める金額を増やし
たときに、集まった金額が380円増えていることになる。

11

https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=30%20%5Ctimes%2010%20%3D%20300#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=40%20%5Ctimes%2010%20%3D%20400#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=10%20%5Ctimes%2010#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=30%20%5Ctimes%2020%20%3D%20600#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=40%20%5Ctimes%2020%20%3D%20800#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=10%20%5Ctimes%2020#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=500%20%5Cdiv%2010%20%3D%2050#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=320%20%5Cdiv%2010%20%3D%2032#0


そのためクラスの人数は、 (人)だと求められる。

あとはクラス会費を求めるだけだ。

クラスの人数は38人なので、1人30円ずつ集めたときは、 (円)集まる。こ
のときクラス会費は260円不足しているので、本当に必要だったクラス会費は、

(円)である。

もちろん、余ったときの数を使って計算することもできる。1人40円ずつ集めると、
(円)集まる。この金額はクラス会費を120円超えているはずなので、クラ

ス会費は (円)で、結局同じ数字になる。

このやり方は多くの過不足算で使えるやり方だ。「～のときは△不足し、～のときは〇余

る」や「～のときは□余り、～のときは☆余る」のような余る、不足するという条件がいくつ
か与えられている問題では積極的に活用しよう。

いずれの場合もポイントとなるのは、

・人数やいすの個数などを優先的に求める

・配る枚数、集める金額、座らせる人数などを変えたときに、どのように増えたり減ったり

するかを考える

の2点になる。後者に関して、どのように増えたり減ったりするのかがうまく思いつかない
ときは、自分で適当な数を仮に決めて計算してみるのもよいだろう。いろいろな問題を通

して経験を深めておきたい。
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なお、最後になるが、この問題に限らず、過不足算は面積図を使って解くこともできる。面

積図は縦に人数、横に一人当たりの金額や個数などをあてはめて、面積として個数を考

えていくための図だ。

この問題であれば、上に書いたように少しずつ確認する方法で解くことができるが、参考

までに面積図を用いた一つの解き方を以下に書いておこう。

まず、実際のクラスの会費を黒、不足している場合のクラスの会費を赤、余っている場合

の会費を青で面積図に描くと、以下のようになる。

ここで、右側の四角形に注目する。上の40円と下の30円の差は10円なので、380円分の
面積について式を立てると、 が成り立つ。

ここで□を求める計算をすると、 となる。よって答えは38人。
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(6) 時計算の問題だ。時計算は周回算と同じようなものだ。つまり2人の人が異なった速度で
ぐるぐる回っている問題と同じように考えることができる。異なるのは、長針と短針の動く

速さと方向は常に一定であることだ。そのため、以下の数字は基本的に他の問題でも使

えることになる。

時計の1周は で、数字が12個あるので、数字同士の間は となる。

また、長針は1時間=60分で 進むので、1分で 進む。

短針は同じく1時間=60分で 進むので、1分で 進む。

以上を踏まえて、答えを求めていこう。ポイントは、きりがよい場所から考え始めること

だ。ここでは10時40分のときの長針と短針の間の角度が欲しいのだが、いきなり求める
のは難しいため、最初に10時0分の時計の状態を考える。このとき短針は10、長針は12
の位置にある。

さて、それでは10時40分の角度を考えていこう。40分経つと長針は数字の8のところまで
進むのだが、これで終わりでない点に注意だ。上で計算した通り、長針より動きは小さい

ながら、短針も同時に動いているからだ。1分で0.5°進むため、10時40分には短針は
進んでいる。これを図に示すと、以下のようになる。

元々8と10の間は の差があり、短針は 進んでいるので、10時40分の
長針と短針がつくる小さ角の大きさは、 である
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(7) 割合の問題でよく出題される食塩水の問題だが、結構難しめの問題になっている。まず
は以下の関係があることを知っておこう。

例えば食塩水全体で200g、濃度が10%だったとすると、
食塩の量は となる。濃度は％ではなく少数で表現する点に注意。

さて、それでは問題を解いていくが、まずは情報を図を描いて整理しよう。3%の食塩水の
量がわからないので、とりあえず〇グラムとして図を描くと、以下のようになる。
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ここからは、とりあえず求められるものを求める方針で求めていこう。まずは5%の食塩水
に注目する。実は食塩水には、こさ、食塩水の重さ、食塩の量のうち、2つがわかってい
れば残りの一つがわかるという性質がある。ちょうど道のり・速さ・時間の関係に近い。

今、5％の食塩水は、こさは当然5％で、食塩水全体の重さは150gだ。そのため、
(食塩の重さ) = (食塩水の重さ) × (こさ)
より、22.5gであることがわかる。

次に、同じように3%の食塩水についても考えてみる。こちらは濃さが3%で、重さが〇gで
ある。〇がいくつなのかはわかっていないが、とりあえず〇のまま食塩の量を計算してみ

ると、

(食塩の重さ) = (食塩水の重さ) × (こさ)
より、0.03×〇gであることがわかる。
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とりあえず埋められる場所は埋めたので、次は混ぜたときの重さの関係を使っていこう。

ずばり、混ぜられたあとの食塩の重さと食塩水の重さは、混ぜられる前の重さの和にな

るというものになる。

これは考えてみれば当然の話で、たとえば混ぜる前の食塩が5gと10gであれば、混ぜた
後の食塩は15gでないとおかしい。外に出て行ったり、新しく入ってきたりしているわけで
はないからだ。また、同じく混ぜる前の食塩水が200gと150gであれば、混ぜた後の食塩
水は350gになるはずだ。

これを使って新たに図を埋めると、以下のようになる。

ここで、8%の食塩水に注目する。8%の食塩水は、食塩水全体の重さが〇+150gで、
食塩の重さが0.03×〇+7.5gだ。食塩の量を求める式を立てると、
(食塩水全体の重さ)

が成り立つ。

ここで、以下の関係を使って、左辺のカッコを消すことを考えよう。
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これを利用すると、

となり、元の式に戻すと、

となる。最後に線分図を使ってこの式を表すと、以下のようになる。

ここで、〇と数字、それぞれの差に注目してみよう。

まず、上は で、下は なので、その差は

である
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同じように、下が22.5で上が12なので、その差は
である。

ここから、 が成り立つ。

よって、 となり、これが答えとなる。
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なお、以下は余談だが、面積図で解いていくこともできる。ここでは縦を濃度、横を食塩水

の量とした面積図をかいていく。この設定だと、四角形の面積は食塩水×濃度=食塩の量
と同じになる。5%の食塩水の量を〇gとして問題文を図に直すと、以下のようになってい

る。

ここで、混ぜ合わせたあとの食塩の量は、混ぜ合わせる前の食塩の量の和にならなけれ

ばならない。ここでは、食塩の量を面積として表しているので、上に書いた青い四角形の

面積の和と、赤い四角形の面積は等しくなければならない、ということになる。

これをそれぞれの四角形を重ねると、以下のようになる。
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ここで青と赤の面積が等しくなるためには、以下の図の緑の部分が等しくなれば良い。

まず、灰色の部分は両方とも同じなので、面積の差には影響しない。そのため、青の四

角形の面積の和と、赤い四角形の面積が等しくなるためには、下の図の緑の部分が等し

くなっていればよい。

この、左右それぞれの緑の四角形の面積が等しいということを式にすると、

となり、さらに

となり、答えは210gである。

このように、面積図でも解くことができる。ただ、読んでみてわかったと思うが、慣れてい

ないと、

・何を縦として、何を横とするか

・どの面積を比べて考えればよいのか

あたりでつまることも多い。面積図が非常に応用範囲が広く、ぜひとも身につけておきた

い図であるのは間違いないが、すべての問題に対して最適な解き方とは限らない点に注

意しよう。
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(8) 場合の数の問題だ。このタイプの問題で一番確実なのは、起きるパターンをすべて書い
てしまってチェックするというやり方になる。

そこで、大小2つのサイコロの出目と、その和を表にまとめると以下のようになる。

大　\　小 1の目 2の目 3の目 4の目 5の目 6の目

1の目 2 3 4 5 6 7

2の目 3 4 5 6 7 8

3の目 4 5 6 7 8 9

4の目 5 6 7 8 9 10

5の目 6 7 8 9 10 11

6の目 7 8 9 10 11 12

これらのうち和が5の倍数になっているのは、青くぬっている7か所だ。よって答えは7通
り。

もちろん、頭の中で一つ一つ考えても答えは出るが、頭の中での計算は数えもれが怖

い。時間が許すようであれば、積極的に表を書くようにしておこう。
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(9) 角度の問題は、地道に解いていくことで、答えが求められるものが多い。そのため、三角
形の角度の和が180°になることを利用して、うめられる場所からうめてみる、というのが
基本となる。

ただ、ここではもう一歩踏み込んで考えてみよう。つまり、アを出すために必要な角度は

どこの角度なのか？という考え方だ。

はじめに書いた通り、三角形の内角の和は180°である。そのため、アをふくむ三角形の
角度を出していけば、最終的にアを求めることができるだろう。

アをふくむ三角形はいくつか考えられるが、ここでは以下の赤くぬった三角形に注目して

みよう。

この三角形の左下と右下の角度がそれぞれわかれば、アは自然と求められるはずだ。

当然、ここの2つの角度や、それらに関わる角度を優先的に求めていけると嬉しい。

どちらからでも良いのだが、まずは左下の角度を求めてみよう。

まず、以下の青い三角形に注目する。
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青い三角形の角度はそれぞれ32°と35°なので、残った角度は、

となる。
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続いて、113°の上にある角度について考える。一直線上にある角度の和は180°になるの
で、113°の上にある角度は、

である。

これでアをふくむ三角形の左下の角度がわかった。次は右下の角度を求めてみよう。
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そのために、以下の緑色の三角形に注目する。

先ほどと同じく、三角形の角度の和は180°なので、これを利用すると、

が残りの角度となる。
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そして、これも先ほどと同じく、一直線上の角度の和が180°になることから、残りの角度
は、

となる。

さて、これでめでたくアをふくむ三角形の角度がそろった。最後にアを求めると、

となり、これが答えとなる。

このように、与えられた角度から計算できる角度のうち、問題を解くのに役に立ちそうな

角度を優先的に求めると、問題が解きやすくなる。ただ、何が役に立つのかよくわからな

いときも少なくない。そのようなときは、とりあえず出せるものから出してみよう。遠回りで

あっても、結果的に答えが出ればそれで良いのだ。
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(10)
問題の図形を回転させると、以下のような円すいが出てくる。

”すい”とは、下から上に向けてどんどんとがっていく立体のことで、他にも三角すいや四
角すいなどがある。今回の立体は底面部分が円の形をしているので、円すいと呼ばれ

る。

さて、実はすいと呼ばれる立体には、体積を(底面積)×(高さ)÷3で計算できる、という性質
がある。今回の底面の図形は円であり、これを利用して体積を計算すると

となる。これが答えだ。
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(11)
台形の面積を求める問題だ。まず、台形の面積についてだが、これは以下の公式で求め

ることが可能だ。

ただ、この問題だと肝心の下底の長さがわかっていない。逆に言うと、下底の長ささえわ

かれば、そのまま面積の計算に持ち込むことができる。つまり、この問題は実質下底の

長さを求める問題だといえる。

さて、ではどのように下底を求めていくか、という話になるが、このままでは求めることが

できない。そこで、まだまったく触れていない角度に注目してみよう。

実は今回の問題では、以下のように、垂直に補助線を引くことで、左に直角二等辺三角

形が出てくるのだ。
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理由はシンプル。三角形の角度の和は180°であるため、補助線との角度が90°になるよ
うに線を引くと、残りの角度が となる。つまり、90°, 45°, 45°の
直角二等辺三角形が出てくる。

また、同時に、右側に長方形が出てくるのも見逃せない。先ほど、垂直な補助線を引いた

が、90°ということは逆側も当然90°。また、四角形の角度の和は360°であるため、残った
角度は より、こちらも90°。角度が全部90°なら、その四
角形は長方形だ。
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ここまで出せればあとは簡単だ。まず、長方形の向かい合う辺の長さは等しいので、残り

の辺はそれぞれ、8cmと5cm。

また、二等辺三角形の90°をはさむ辺の長さは等しいので、こちらも8cm。

ここで下底の長さがわかったので、台形の面積の公式で計算すると、

となる。これが答えだ。

実質何を求める問題なのか？そして、自分の手で特別な図形が出てくる補助線を引けな

いか？などを考えていると、今回のような難しめの問題も解くことができるだろう。
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3⃣
グラフは曲がっている部分に注目する。これは今回のような問題だけでなく、速さなどに関しても

同じことが言えるだろう。

というのも、比例の関係になっている2つの量をグラフにすると、何もなければまっすぐのびていく
のが普通なのだ。逆に、曲がっているということはそこで何かが起きたはず。この「何が起きた

か」がポイントになっている問題は非常に多い。

そのため、グラフを見かけたら、曲がっている場所がないかを探すようにしよう。また、曲がってい

る場所があったら、なぜ曲がっているのかを考えてみよう。

(1)
上で述べた通り、5分、10cmの場所でグラフが曲がっていることに注目しよう。

折れ曲がる前後に分けてグラフを比べてみると、5分を過ぎた段階で急に増え方がゆる
やかになっていることがわかる。最初の10cmは5分で増えているのに、次10cm増えるの
には15分もかかっている。これは、下の図のへこんでいる部分に水が入り終わって、上
の広い部分に水が入り始めたからだ。
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よって、Aの部分の高さはちょうど増え方が切りかわった10cm。また、20分で高さが20cm
になっているので、広い部分の高さは である。図にまとめると、以下

のような感じだ。

これを、左下の小さい部分と、残りの広い部分に分けて求めよう。

そうすると水そう全体の体積は

(左下の小さい部分)+(残りの広い部分)

となる。
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(2)
(1)で考えたとおり、10cmまでと10cm以降で深さの増え方が変わっている。今回は16cm
になる時間を聞かれているので、10cm以降、つまり5分から20分のグラフに注目して考
えよう。

では実際に計算をやっていくわけだが、考え方として道のり・速さ・時間の関係が近いだ

ろう。

・進んだ道のり→増えた深さ
・進む速さ→深さが増える速さ
とおきかえて考えていこう。

まずは”深さが増える速さ”を求める。

”速さ”は「”進んだ道のり”÷”時間”」で求められる
↓
”深さが増える速さ”は「”増えた深さ”÷”時間”」で求められる

これを使って計算すると、5分から20分の15分間で、10cmから20cmで10cm増えている
ことから、

ずつ深さが増えていくことがわかる。

次に、それにかかる時間を求めよう。

“時間”は「”進んだ道のり”÷”速さ”」で求められる
↓
”時間”は「”増えた深さ”÷”深さが増える速さ”」で求められる

これを使って計算すると、10cmから6cm上昇するのには、

分

かかる。

よって深さが16cmになるのは、10cmになるまでの5分をあわせた、
分後

となる。

この速さを使って考えるやり方は、他の問題でも使えることがある。たとえば火をつけた

ろうそくが短くなっていく問題、あるいは列にならんだ人が入場していく問題など、時間が

経つにつれて、一定の割合で何かが変わっていくものに有効だ。頭のかたすみにおいて

おこう。
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4⃣
単に最初から割り当てられている人数を入場させるだけ、つまり減る一方なら簡単な問題なのだ

が、同時に新しい人が並んでいるのが問題をややこしくしている。

これの何がややこしいかというと、かかる時間によってコロコロと人数が変わることだ。今回の問

題では1分あたり60人ずつ増えていくので、たとえば5分だったら300人、10人だったら600人増え
る。このような問題をニュートン算といい、たいていは難問に仕上がっている。

ニュートン算の問題では、「基本は増えているけど、同時に減ってもいる」あるいは「基本は減って

いるけど、同時に増えてもいる」のように、2つの反対の現象が同時に起きる。これをどのように
処理するかが大きなポイントだ。すなわち、まとめて初めに計算するか、時間ごとにわけて計算

するかのどちらかだ。

(1)
この問題では、改札口ひとつにつき、1分で何人が入場するのかがわかっていない。つま
り、「1分あたりに減っていく量」がわかっていない。逆に時間がどれだけかかるかはわ
かっている。そのため、上で書いたやり方のうち前者、すなわち事前に足しておくことで、

増えていく人数に対処してみよう。

まず、行列は1分あたり60人ずつ増えていくので、改札口を4つ開いたときには、
人

改札口を5つ開いたときには、
人

がそれぞれ入場の列に加わっていることがわかる。
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次に、1つの入場口で1分あたりに入場できる人数を①としてみよう。
入場口を4つ開けたときは6分で列の処理が終わっているので、

入場口を5つ開けたときには3分で列の処理が終わっているので、

がそれぞれ入場したことになるのがわかる。

ここで、㉔という数字は「はじめに並んでいた人＋360人」と等しいし、⑮という数字は「は
じめに並んでいた人＋180人」と等しいこと線分図にまとめてみよう。

右下の赤い部分、つまり線分の差に注目すると、180人と⑨が同じだとわかるので、
人となる。つまり、改札口ひとつにつき、1分で入場できる人数は20

人ということだ。

ここで4つ開けたときの全体の入場人数は、
人である。

最後に、ここから途中並んだ360人を引いた 人がはじめの人数とな

る。

36

https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=%5Ctextcircled%7B1%7D%5Ctimes6%5Ctimes4%3D%5Ctextcircled%7B24%7D#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=%5Ctextcircled%7B1%7D%5Ctimes5%5Ctimes3%3D%5Ctextcircled%7B15%7D#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=%5Ctextcircled%7B1%7D%3D180%5Cdiv9%3D20#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=%5Ctextcircled%7B24%7D%3D20%5Ctimes24%3D480#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=480-360%3D120#0


(2)
今度の問題は(1)と違って、1分あたりに減っていく人の量がわかっている。そのため、は
じめに書いたやり方のうちの後者、つまり1分あたりに減っていく数を引くというやり方で
求めてみよう。

まず、改札口を8つ開いたときは、1分で何人ずつ減っていくだろうか。単純に考えると、1
つの改札口で1分に入場できる人数は20人だから、8つの改札口があれば、160人減って
いく。

だが、実際にそこまで減っていくことはない。なぜなら、改札口には新しい人が毎分60人
のペースで追加されているからだ。

なので実際には、改札口を8つ開いているときは、1分間に 人ずつ人

が減っていく。

最初に120人並んでいるので、行列がなくなるためには、
分かかる。このうち0.2を秒になおすと

秒になる。

よって答えは1分+12秒=1分12秒である。
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